
【
青
女
・
白
石
常
任
委
員
】

８
月

24
日
～

25
日
、
林
野

労
組
四
国
地
本
第

20
回
分
会

青
年
女
性
委
員
長
会
議
を
開
催

し
、
各
分
会
青
年
女
性
委
員
長

及
び
傍
聴
者
含
め

26
人
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
荒
牧
青
年
女
性
委
員

長
よ
り
「
同
じ
環
境
に
身
を
お

く
仲
間
同
士
、
悩
み
を
話
し
、

聴
く
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
仲

間
を
助
け
る
、
お
互
い
を
知
る

良
い
機
会
に
す
る
こ
と
に
加
え
、

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
を
、

来
年
２
月
に
実
施
す
る
総
務
企

画
部
長
交
渉
に
繋
げ
て
い
こ
う
」

と
本
委
員
会
の
意
義
・
目
的
に

つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
討
論
で
は
各
分
会
か
ら

２
０
２
３
年
度
の
運
動
の
総
括

が

報

告

さ

れ

、

そ

の

中

で

は

「
業
務
負
担
の
増
加
や
、
分
会

内
で
も
、
署
と
事
務
所
配
属
で

距
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
集
ま
る

場
を
定
期
的
に
設
け
る
こ
と
が

難
し
い
」
「
ラ
イ
ン
を
使
用
し

て
話
し
合
い
の
場
を
確
保
し
て

い
る
」
「
他
分
会
と
合
同
で
定

例
会
を
実
施
し
た
」
な
ど
の
集

ま
り
話
し
合
う
場
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

分
会
活
動
に
つ
い
て
全
体
で
相

互
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

分
散
会
討
論
で
は
「
職
員
間

の
意
思
疎
通
の
機
会
が
な
く
、

働
き
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
」
等
の
生
活
・
職
場
に
お
け

る
実
態
を
共
有
し
、
議
論
を
深

め
ま
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
か
ら
は
「
他

署
の
業
務
内
容
や
、
仲
間
の
悩

み
を
知
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」

「
職
場
で
働
く
上
で
相
談
で
き

る
方
が
い
る
こ
と
を
認
識
で
き

て
よ
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
女
性
委
員
会
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
「
ブ

ロ
ッ
ク
制
度
」
（
距
離
が
近
い

２
分
会
合
同
で
活
動
す
る
）
に

つ
い
て
は
、
「
範
囲
を
拡
大
す

る
こ
と
で
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
り
、
話
し

合
い
の
意
義
が
深
ま
る
」
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
誰
も
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
生
活
・
職
場
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
荒
牧
青
年
女
性
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま

し
た
。

【
報
告
・
平
松
執
行
委
員
】

７
月

30
日
、

森
林
労
連
第

35
回
定
期
全
国
大
会
が
東
京

都
・
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

森
林
労
連
四
国
地
連
か
ら
は
、

宮
口
・
後
藤
代
議
員
（
林
野
労

組
）
、
赤
松
代
議
員
（
全
山
労

愛
媛
）
、
黒
瀬
代
議
員
（
全
山

労
高
知
）
の
４
名
と
、
傍
聴
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

林
野
労
組
の
後
藤
代
議
員
か

ら
は
、
林
業
現
場
で
働
く
新
規

就
業
者
の
定
着
に
向
け
た
施
策

の
充
実
、
事
業
実
行
に
係
る
林

道
維
持
修
繕
、
整
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
本
部
段
階
で
の
取
り

組
み
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
全
山
労
高
知
の
黒
瀬

代
議
員
か
ら
は
、
林
業
現
場
で

の
労
働
安
全
衛
生
対
策
と
し
て
、

通
信
手
段
（
機
器
）
の
確
保
等

に
つ
い
て
、
全
山
労
愛
媛
の
赤

松
代
議
員
か
ら
は
、
緑
の
雇
用

に
よ
る
新
規
就
業
者
の
労
働
安

全
確
保
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
本
部
段
階
で
の
対
応
を
求

め
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
方
森
林
労
連
か

ら
も
、
木
材
価
格
の
引
き
上
げ
、

公
共
事
業
と
し
て
発
注
さ
れ
て

い
る
生
産
、
造
林
事
業
の
労
務

費
単
価
等
の
改
善
、
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
拡
大
に
対
す
る
労

働
安
全
対
策
の
強
化
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
各
地
方
森
林

労
連
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え

て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
、

森
林
労
連
全
国
大
会
で
の
議
論

を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
・
木

材
関
連
産
業
政
策
の
推
進
を
は

じ
め
、
未
組
織
林
業
労
働
者
の

組
織
化
等
に
つ
い
て
、
各
地
方

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
部
か
ら
提
案
の
全

て
の
議
案
は
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
、
中
村
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。
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先
日
、
中
国
は
福
島
第
一
原

発
に
た
ま
る
処
理
水
の
海
洋
放

出
を
受
け
、
全
面
的
に
停
止
さ

せ
て
い
た
日
本
水
産
物
の
輸
入

を
段
階
的
に
再
開
さ
せ
る
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
再
開
に

は
日
本
側
が
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
条
件
で
、
再
開
の
時
期
は

見
通
せ
な
い
状
況
と
の
こ
と
だ

▼
こ
の
処
理
水
は
、
放
射
性
物

質
で
あ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
や
そ
の

他

の

各

類

を

含

む

『

汚

染

水

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
）
』
と
し

て
、
漁
業
関
係
者
や
地
元
な
ら

ず
諸
外
国
か
ら
の
反
対
が
あ
る

中
、

23
年
８
月

24
日
か
ら
強

行
的
に
海
洋
放
出
が
行
わ
れ
た
。

１
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
７

回
に
わ
た
り
海
洋
放
出
を
終
え

て
い
る
が
、
徐
々
に
放
射
性
物

質
濃
度
の
高
い
も
の
を
放
出
し

て
い
る
。
ま
た
処
理
作
業
で
は

多
く
の
災
害
も
起
き
て
お
り
、

23
年

10
月
に
汚
染
水
処
理
施

設
で
行
わ
れ
て
い
た
配
管
の
洗

浄
作
業
中
に
ホ
ー
ス
が
外
れ
、

作
業
員
に
放
射
性
物
質
を
含
む

廃
液
が
か
か
り
皮
膚
が
汚
染
、

入
院
す
る
事
案
も
発
生
し
て
い

る
▼
今
と
な
っ
て
は
報
道
も
見

な
く
な
り
、
関
連
ニ
ュ
ー
ス
が

無
い
と
取
り
沙
汰
さ
れ
な
い
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら

排
出
さ
れ
る
処
理
水
も
含
め
て

廃
炉
完
了
の
目
標
を
２
０
５
１

年
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
と
す
る

が
、
廃
炉
に
向
け
た
燃
料
デ
ブ

リ
の
取
り
出
し
は
現
在
も
で
き

ず
、
こ
の
先
約

30
年
は
放
射
能

物
質
を
「
薄
め
て
流
す
」
▼
今

後
こ
の
よ
う
な
負
の
遺
産
を
残

さ
な
い
た
め
に
も
、
原
発
施
策

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
時
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
の
り
）

◇
児
童
手
当
法
の
改
正
に
係
る
対
応
に
つ
い

て
（
９
／

10
）

◇
請
負
事
業
体
等
に
お
け
る
重
大
災
害
の
発

生
に
つ
い
て
（
九
州
局
）
（
９
／

11
）

◇
２
０
２
４
年
度
国
家
公
務
員
健
康
週
間
の

実
施
に
つ
い
て
（
９
／

25
）

◇
２
０
２
５
年
度
暫
定
再
任
用
に
関
す
る
意

向
確
認
の
実
施
に
つ
い
て
（
９
／

27
）

◇
諸
手
当
に
係
る
注
意
喚
起
の
実
施
に
つ
い

て
（
９
／

30
）

◇
車
両
の
リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
（

10
／
７
）

◇
公
務
災
害
の
発
生
に
つ
い
て
（
９
／
１
）

第
20

回
青

年
女

性

委

員

長

会

議

の

２

日

目

は

、

ボ

ウ

リ

ン

グ

大
会
を
実
施
。

前

日

の

懇

親

会

で

飲

み

疲

れ

て

い

る

仲

間

も

い

ま

し

た

が

、

大

変

盛

り

上

が

り

、

親

睦

を

深

め

る

こ

と

が
で
き
ま
し
た
。

▲写真上：荒牧委員長の音頭で団結ガンバロー

▼写真下：参加者全体で記念撮影

後藤代議員（林野労組）

黒瀬代議員（全山労高知）

赤松代議員（全山労愛媛）



【
報
告
・
山
中
執
行
委
員
】

９

月

20

日

、

高

知

市

で

「
四
国
地
方
森
林
労
連
共
済
推

進
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
林
野

労
組
、
全
山
労
、
林
退
会
か
ら
、

全
体
で

25
人
が
参
加
し
ま
し

た
。会

議
に
は
、
森
林
労
連
共
済

推
進
本
部
よ
り
、
中
村
恭
士
理

事
長
、
石
原
史
貴
事
業
推
進
職

員
、
太
田
礼
子
事
業
推
進
職
員

が
出
席
さ
れ
、
２
０
２
３
年
度

の
総
括
と
現
状
分
析
を
行
い
、

２
０
２
５
年
１
月
の
契
約
更
改

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
、
意
思
統
一
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

本
部
か
ら
は
、
２
０
２
５
年

１
月
の
セ
ッ
ト
共
済
契
約
更
改

に
向
け
た
現
役
組
合
員
へ
の
共

済
加
入
推
進
活
動
の
強
化
を
は

じ

め

、

「

住

ま

い

る

共

済

」

（
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共
済
）

の
制
度
改
正
内
容
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
「
類
焼
損
害
補

償
特
約
」
「
個
別
賠
償
責
任
共

済
」
等
の
付
帯
推
進
、
火
災
な

ど
に
よ
る
住
宅
の
損
害
の
程
度

（

焼
破
損
割
合
）

が

70
％
以

上
で
全
焼
損
扱
い
と
な
る
こ
と

等
の
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
、
自
然
災
害
が

多
発
傾
向
に
あ
る
中
、
災
害
の

程
度
も
大
規
模
化
し
て
い
る
こ

と
や
、
共
済
金
の
支
払
い
に
つ

い
て
は
自
然
災
害
に
よ
る
支
払

い
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
状

況
か
ら
も
「
自
然
災
害
共
済
」

の
付
帯
を
進
め
る
必
要
性
に
つ

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
「
住
ま
い
る
共
済
」

（
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共
済
）

へ
の
加
入
推
進
に
加
え
て
、
他

人
か
ら
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
社
会
的
に
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
個
人
賠

償
責
任
共
済
」
（
団
体
生
命
共

済
に
も
付
帯
す
る
こ
と
は
可
能
）

へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
個
人
賠
償
責
任
共

済
」
は
月
額
２
０
０
円
、
年
払

２
，
３
０
０
円
の
掛
金
で
補
償

（
支
払
限
度
額
３
億
円
）
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
額
な

損
害
賠
償
の
リ
ス
ク
に
備
え
て
、

組
合
員
、
家
族
の
生
活
を
守
る

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

現
在
、
「
住
ま
い
る
共
済
」

で
は
、
「
無
保
障
者
を
な
く
す

取
り
組
み
」
と
し
て
、
未
加
入

者
を
対
象
と
し
た
見
積
り
シ
ー

ト
の
回
収
を
実
施
し
て
お
り
、

「
住
宅
保
障
お
見
積
り
シ
ー
ト
」

に
つ
い
て
は
、
分
会
共
済
担
当

者
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
の
優

秀
分
会
・
支
部
表
彰
と
し
て
、

林
野
労
組
愛
媛
分
会
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

【
村
松
通
信
員
（
四
万
十
）
】

10
月

5
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
護
憲
・

原
水
爆
禁
止
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
主

催
に
よ
る
「
米
軍
機
墜
落

30

周
年
超
低
空
飛
行
訓
練
中
止
を

求
め
る
四
国
集
会
」
が
早
明
浦

ダ
ム
ふ
れ
あ
い
広
場
（
高
知
県
）

で
開
催
さ
れ
、
四
国
各
地
か
ら

約
１
３
０
人
が
集
ま
り
、
林
野

労
組
か
ら
は
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

１
９
９
４
年

10
月

14
日
の

米
軍
機
墜
落
事
故
か
ら
３
０
年

が
経
ち
ま
す
が
、
米
軍
機
の
墜

落
地
点
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
保

育
所
、
役
場
、
小
学
校
や
中
学

校
が
あ
り
、
本
当
に
コ
ン
マ
何

秒
の
違
い
で
大
惨
事
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
川
村
で
の
墜
落
事

故
後
も
土
佐
湾
沖
や
土
佐
清
水

沖
な
ど
、
幾
度
と
な
く
米
軍
機

の
墜
落
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
米
軍
は
事
故
原
因
の
究

明
も
十
分
に
行
わ
ず
、
す
ぐ
に

飛
行
訓
練
を
再
開
し
、
日
本
政

府
も
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
状

態
に
あ
り
ま
す
。

米
軍
の
飛
行
訓
練
の
オ
レ
ン

ジ
ル
ー
ト
に
あ
た
る
高
知
県
嶺

北
地
域
上
空
で
は
数
百
回
に
も

お
よ
ぶ
目
撃
情
報
が
あ
り
、
再

び
墜
落
事
故
が
起
き
て
も
不
思

議
で
は
な
く
、
超
低
空
飛
行
訓

練
の
中
止
に
向
け
、
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
に
つ

い
て
再
認
識
し
た
集
会
で
し
た
。
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石
破
新
首
相
は
、
自

民

党

総

裁

選

で

は

、

「
予
算
委
員
会
審
議
を

経
て
国
民
の
信
を
問
う
」

と
公
言
し
て
い
た
も
の

の
、
手
の
ひ
ら
を
返
し

て

10
月
９
日
に
衆
議
院

を
解
散
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、

第

50
回
衆
議
院
議
員
選

挙
が

10
月

15
日
公
示
、

27
日
投
開
票
の
日
程
で

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

地
本
は
、
６
人
の
候

補
者
を
推
薦
し
て
お
り
、

推
薦
候
補
の
勝
利
に
向

け
て
、
組
合
員
、
家
族

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

高知県緑の環境会議は、11月９日（土）に第38

回総会及び記念報告会（シンポジウム）を四国森

林管理局２階大会議室で開催することとしていま

す。組合員の方で参加したい場合は、分会執行部

まで問い合わせをお願いします。


